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農
業
を
支
援
す
る

農
業
を
支
援
す
る

「
も
う
一つ

も
う
一つ
のの
災
害
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

な
ぜ「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」な
の
か

　

全
国
各
地
で
激
甚
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。

と
り
わ
け
農
山
村
地
域
で
は
、
農
地
の
被
災
が

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」（
２
０
２
４
年
）

で
は
、
政
府
・
自
治
体
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業

に
加
え
、
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
支
援
が
展

開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
生
活
再
建
の
み
な
ら
ず
、

生
業
の
復
旧
・
復
興
の
歩
み
は
道
半
ば
と
の
声

も
聞
か
れ
る
。

　

そ
の
主
な
要
因
は
、
災
害
の
激
甚
化
に
あ
る
。

近
年
の
災
害
で
は
被
害
の
絶
対
量
が
増
加
し
て

復
旧
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
加
え

て
能
登
で
は
、
１
月
の
地
震
と
９
月
の
「
奥
能

登
豪
雨
」
と
い
う
二
重
被
災
の
影
響
も
大
き
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
を
振
り
返
り
、
農
業
被
災

か
ら
の
復
旧
が
遅
れ
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
考
え
て
み
よ
う
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
が
被
災
し
た
場
合
、
工

事
費
が
40
万
円
以
上
と
な
る
も
の
は
政
府
の
災

害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
り
、
自
治
体
の
査
定

と
入
札
を
経
て
、
請
け
負
い
業
者
が
工
事
を
実

施
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
小
規
模
な
被
災
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
被
災
農
家
の
自
助
、
地
域
組

織
の
互
助
等
に
よ
り
復
旧
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
農
業

労
働
力
が
減
少
す
る
な
か
、
近
年
の
災
害
で
は
、

自
助
・
互
助
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
で
は
復
旧

が
困
難
な
事
例
が
増
え
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
作
付
け
や
収
穫
な
ど
の
作
業
は

適
切
な
時
期
を
逃
す
と
、
そ
の
年
の
収
穫
や
収

入
に
深
刻
な
影
響
が
生
じ
る
。
と
く
に
永
年
性

作
物
で
あ
る
果
樹
は
、
水
害
に
よ
り
根
周
り
に

土
砂
が
堆
積
す
る
と
、
根
が
呼
吸
で
き
ず
枯
死

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
早
急
に
土
砂
を

取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

農
家
は
被
災
に
よ
り
、
生
活
面
で
も
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
農
事
暦
に
間
に
合
わ

な
い
、
復
旧
の
人
手
が
足
り
な
い
状
況
に
陥
り
、

途
方
に
暮
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
と
き
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
の
が
、
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「
共
助
と
し
て
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
存

在
で
あ
る
。
彼
ら
彼
女
ら
は
農
地
の
土
砂
撤
去
、

石
垣
や
土ど

羽は

の
復
旧
、
そ
し
て
農
作
業
そ
の
も

の
の
支
援
を
担
い
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に

貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
限
界

　

し
か
し
な
ぜ
、
被
災
農
家
の
生
業
を
支
援
し

た
の
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
疑
問
を
抱
く
人
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
）
を
契
機

に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
活
動
の
中
心
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。
そ
の
主
な
目
的
は
生
活
支
援
で
あ
り
、

被
災
住
居
の
泥
出
し
や
片
付
け
、
避
難
所
で
の

炊
き
出
し
・
救
援
物
資
の
提
供
、
仮
設
住
宅
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
支
援
な
ど
が
行

な
わ
れ
て
き
た
。

　

一
方
、
被
災
農
地
へ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
は
、
生
活
支
援
で
は
な
く
、
被
災
農
家
の

経
済
活
動
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
実
施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

制
度
と
支
援
の
隙
間
を
補
完
す
べ
く
登
場
し
た

の
が
、「
も
う
一
つ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

各
地
の「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

今
年
３
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
農
業
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア　

災
害
列
島
を
め
ぐ
る
人
・
組
織
の
復
旧

記
録
』
は
、
２
０
１
０
年
代
に
東
北
・
九
州
・

四
国
・
甲
信
越
地
方
で
発
生
し
た
六
つ
の
自
然

災
害
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
現
場
で

展
開
さ
れ
た
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

を
記
述
・
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
本

書
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
エ
ッ
セ

ン
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
学

生
を
中
心
に
震
災
復
興
サ
ー
ク
ル
「
Ｒ
ｅ
Ｒ
ｏ

ｏ
ｔ
ｓ
」（
宮
城
県
仙
台
市
）
が
結
成
さ
れ
、

津
波
被
災
し
た
畑
地
の
ガ
レ
キ
撤
去
を
皮
切
り

に
、
被
災
農
家
の
販
売
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
活
動
は
じ
つ
に
10

年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
た
。

「
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
」（
２
０
１
２

年
）
で
は
、
90
年
代
か
ら
里
地
・
里
山
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
き
た
「
山
村
塾
」（
福
岡
県
八

女
市
）、
発
災
前
か
ら
棚
田
保
全
を
進
め
て
き

た
団
体
が
参
画
し
た
官
民
協
働
型
の
「
う
き
は

市
山
村
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
中
山
間
地

前組織化
～2010年

組織化
2011年 

～

2016年

制度化
2017年～

既存の非営利組織による一時的な活動領域の拡大
•�平成16年台風第23号（2004年）…………… まち・コミュニケーション（災害救援NPO）
•�新潟県中越地震（2004年）………………… JEN（国際NGO）
•�平成24年7月九州北部豪雨（2012年）… … 山村塾（里山保全・環境NPO）

農業・農村の復旧・復興をテーマに掲げる団体の結成
•�東日本大震災（2011年）…………………… ReRoots
•�平成24年7月九州北部豪雨（2012年）… … がんばりよるよ星野村
•熊本地震（2016年）………………………… �西原村農業復興ボランティアセンター（西原村百笑応援団）

被災地域のJAによる農業ボランティアセンターの設立
•�平成29年7月九州北部豪雨（2017年）… … JA筑前あさくら農業ボランティアセンター
•�西日本豪雨（2018年）……………………… JAえひめ南みかんボランティアセンター
•�令和元年東日本台風（2019年）…………… 信州農業再生復興ボランティアプロジェクト

図１　農業ボランティアの展開

防
災
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施
さ
れ
た
。
発
災
前
に
行
な
わ
れ
た
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
改
革

や
、
災
害
救
援
に
特
化
し
た
県
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
な
ど
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、「
あ
の
人
、
あ
の
組
織
」
に
よ
る
属
人
的

な
取
り
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
後
、
自
治
体
や
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

支
援
を
受
け
て
、
被
災
地
域
の
Ｊ
Ａ
が
独
自
に

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
ま

で
に
制
度
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
（
図
１
）。

　

た
だ
し
現
時
点
で
は
、
農
業
セ
ク
タ
ー
全
体

が
、
大
規
模
災
害
時
に
は
農
業
に
特
化
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
必
要
と
の
認

識
を
共
有
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ

の
点
は
、
今
後
の
生
業
支
援
の
あ
り
方
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

社
会
実
装
に
向
け
た
課
題

　

本
書
は
、
過
去
の
災
害
に
お
け
る
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
描
き
出
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
社
会
実
装
の
必
要
性
や
、
具
体
的
な
方
向

性
を
提
示
し
て
い
る
点
も
特
徴
だ
と
い
え
る
。

　

農
村
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
で
迅

速
に
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
立
ち
上
が
り
、

早
期
の
復
旧
支
援
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

図２　農業ボランティアに関わる団体し
い
。
た
だ
し
、
活
動
内
容
や
運
営
組
織
の
体

制
は
、
地
域
の
農
業
の
特
性
、
災
害
の
種
類
や

規
模
、
そ
し
て
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携

わ
る
人
・
組
織
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
す
れ
ば
確

実
に
実
行
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
を
一
律
に
定

め
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
も
あ
る
。

域
で
農
地
の
復
旧
に
従
事
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
は
「
西
原
村
農

業
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
西
原
村
百

笑
応
援
団
）」
が
設
立
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
カ
ラ
イ
モ
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
の
苗
植
え
や
収

穫
な
ど
を
支
援
し
た
。
主
導
し
た
元
・
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
実
践
知
が
大
い
に
活
か
さ
れ
た

点
に
、
こ
の
活
動
の
特
色
が
あ
る
。

「
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
」（
２
０
１
７

年
）
で
は
、
全
国
で
初
め
て
Ｊ
Ａ
の
名
を
冠
し

た
「
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」（
福
岡
県
朝
倉
市
）
が
設
立
さ
れ

る
。
こ
の
間
の
九
州
地
方
に
お
け
る
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
蓄
積
に
加
え
、
行
政
・
災
害

救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｊ
Ａ
の
三
者
連
携
が
推
進
力
と

な
っ
た
。

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）」（
２

０
１
８
年
）
で
は
、
急
傾
斜
地
の
樹
園
地
が
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
崩
壊
し
た
。
そ
こ
で
、
愛
媛
県

で
は
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
県
職
員
が
摘
果
作
業

を
支
援
す
る
一
方
、「
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
み
か
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」（
宇
和
島
市
）
が

農
地
の
仮
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」（
２
０
１
９
年
）
で

は
、
地
元
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し
て
「
信
州
農
業
再

生
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実

被災地域・市町村
連絡調整会議

都市住民
行政区

行政機関 社会福祉協議会 行政機関
JA中央会
県社協

各地のJA
企業団体
NPO団体

NPOセンター
NPO団体 JA

中山間地組織水利組合

全国被災都道府県

国家機関

NPO団体

地域住民
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紹
介
し
た
事
例
を
踏
ま
え
て
、
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
団
体
を
整
理
す
る
と
、

図
２
の
よ
う
に
な
る
。
活
動
の
中
心
と
な
る
の

は
被
災
地
域
・
市
町
村
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

共
助
の
役
割
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
農
業
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
Ｊ
Ａ
、
自
治
体
の
い

ず
れ
か
の
主
導
に
よ
り
、「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
が
運
営
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

も
ち
ろ
ん
、
被
災
都
道
府
県
や
全
国
か
ら
の
後

方
支
援
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
災
害
へ
の
事
前
の
備
え
と
し
て
、
公

的
な
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
の
理
解
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
人
材
の
育
成
、
資
機
材
の
安
全
な

使
用
法
の
習
得
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
中
長
期

的
な
農
業
復
興
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
農

業
試
験
場
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
い
っ

た
専
門
機
関
と
の
連
携
・
協
力
も
望
ま
し
い
。

農
業
・
農
村
の
復
興
と
再
生
に
む
け
て

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
献
身
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
被
災
し
た
農
村
の
復
興
は
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
本
格
的
な
農
地
復
旧
に
は
年

単
位
の
時
間
を
要
し
、
そ
の
間
、
被
災
農
家
は

収
入
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た

と
え
農
地
が
復
旧
し
、
営
農
を
再
開
で
き
た
と

し
て
も
、
市
場
で
の
シ
ェ
ア
回
復
が
容
易
で
は

な
い
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
、
発
災
前
か
ら
存

在
し
て
い
た
農
業
労
働
力
の
高
齢
化
と
減
少
な

ど
の
課
題
は
、
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
様
子
も

う
か
が
え
る
（
図
３
）。

　

災
害
か
ら
の
時
間
経
過
と
と
も
に
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地

を
後
に
す
る
。
し
か
し
被
災
農
村
で
は
、
災
害

を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
「
縁
」
や
「
つ
な
が

•�高齢化、人口減少によ
る農業労働力の減少
•耕作放棄地の増加
•�互助組織の弱体化によ
る共同管理の難しさ

•農地・農業用施設の破壊
•�農村労働力の（一時的な）減少
•自助・互助による仮復旧

•�農業ボランティア活動…
（共助）の開始
•小規模な復旧工事の完了
•�部分的な営農再開
•�農業収入の減少

•�大規模な復旧工事の完了
•�本格的な営農再開
•�漸進的な売上回復
•�農業労働力の高齢化…
と減少

復旧期

復興期 発災前

応急
対応期

り
」
を
一
過
性
の
も
の
に
せ
ず
、
将
来
に
わ
た

っ
て
育
ん
で
い
き
た
い
と
の
思
い
が
強
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と

ど
ま
ら
ず
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
（
地
域
支
援
型
農
業
）
や

援
農
と
い
っ
た
日
常
的
な
農
と
食
の
活
動
へ
の

移
行
を
通
じ
て
、
都
市
住
民
と
農
村
住
民
が
継

続
的
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も

重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
連
帯

関
係
こ
そ
が
、
災
害
列
島
・
日
本
に
お
い
て
、

持
続
可
能
な
農
あ
る
暮
ら
し
と
環
境
を
創
出
す

る
鍵
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

図３　被災農村の復旧・復興過程

『農業ボランティア
  災害列島をめぐる人・組織の復旧記録』
齊藤康則・朝廣和夫著
四六判 352 ページ　
定価 1980 円（税込み）

2011年の東日本大震災以降、激甚化する
災害のもと展開されてきた「農業ボラン
ティア」の実態に迫る。災害から農業・
農村が復旧・復興にいたる軌跡を、当事
者たちへの聞き取りなどのフィールド調
査から明らかにする。
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